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Prediction of location and timing of deep-seated catastrophic landslides requires 1) detection of topographic 

signals formed by preceding gravitational deformation, 2) understanding of hydro-geological structure constrained 

by discontinuities in bedrock, and 3) revealing response of deep groundwater to rainfall infiltration. We curried out 

investigation of topography and geology, and hydrological observation in a high relief dip slope underlain by 

accretionary sedimentary rocks in Katsuragawa, Shiga Prefecture. The observed hillslope has many scarplets 

and bedrock springs. Discharge from these springs shows a variety of response to rainfall, implying existence of 

multi groundwater aquifer in the bedrock. 

 

１．はじめに 

大起伏な付加体堆積岩山地において，豪雨によ

って発生する深層崩壊の発生場および発生時を予

測するためには，1）崩壊に先立つ斜面の重力変形

に伴って形成される微地形の検出，2）層理面や断

層等の地質的不連続面に規制された水文地質構造

の把握，3）降雨に対する山体地下水の長期・短期

的応答の解明が必要である．本講演ではまず，2011

年に発生した紀伊半島における深層崩壊災害の事

例から，これらの視点からの研究の必要性を述べ

る．次に，大津市葛川地区において，大起伏な堆

積岩斜面を調査対象に設定し，上述の 3 つの要件

を満たすべく地形計測・地質調査および水文観測

を行った結果を紹介する． 

 

2．調査地域 

研究対象地域は，滋賀県安曇川上流に位置する

葛川谷である．葛川谷は花折断層に沿う断層谷で

あり，周辺の地質は，砂泥互層，チャート，混在

岩を主体とする付加体堆積岩である．葛川谷では，

右岸の流れ盤斜面において，特に深層崩壊リスク

が高いと考えられ，事実，1662 年の寛文地震の際

には，葛川右岸斜面において町居崩れと呼ばれる

大規模崩壊が発生し，塞き止め湖が形成されたの

ち，およそ 2 週間後に決壊したことが知られてい

る．もし現在，同様の事象が発生すれば，崩土が

直接襲う葛川谷集落のみならず，天井川が形成さ

れている下流の扇状地に拡がる高島市街まで，決

壊洪水の脅威に曝されることになる． 

葛川谷右岸斜面では標高の異なる湧水が多数存

在し，湧水点にはしばしば不透水性の粘土が確認

された．葛川谷の周辺斜面には，花折断層に付随

する断層が複数存在していると考えられ，湧水は

こうした断層の運動によって形成されたガウジに

規制された基盤岩地下水の湧出によるものと考え

られる． 

 

3．方法および結果 

葛川上流域において，航空レーザー測量を実施

し，詳細なデジタル地形モデルを作成した．その

結果，流れ盤をなす大起伏斜面を中心に，重力に

よる変形の結果形成されたとみられる直線状ある

いは馬蹄形の段差地形が多数確認された． 

基盤岩湧水 9 か所において堰を設置し，地下水

流出量を連続観測したところ，流出波形は，いく

つかの類似したパターンに分類されることがわか

った．これは基盤内に，降雨に対する変動を異に

する複数の地下水帯が存在していることを示唆し

ている． 

一部の湧水では，近傍でボーリングを行い，山

体地下水の観測孔を掘削した．観測の結果，孔内

地下水位の変動は，近傍の湧水からの地下水流出

の変動と調和的であることが明らかになった.


